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個展の開催を祝う念ずれば花開く会の皆さんと、式典に参加し
た福

ふ く む ら

村三
み つ お

男前市長（前列左から２人目）、倉
く ら は ら

原久
ひ さ よ し

義教育長（前列㊨）

１秒でも早く前方の的を倒そうと放水する選手

念ずれば花開く
坂村真民展開催

訓練の成果を披露
七城方面隊消防操法大会

ヨーガ療法の実技を披露するシャンティ・ハートの皆さん

４/19
～21

「菊池健康の里づくり」の取
り組みを全国大会で発表

1. 江頭市長が参加したじゃんけん大会　2. 観光イメージソング
「菊池の里」を歌う佐

さ え き

伯陽
よ う こ

子さん　3. にぎわう商店街

４　
　28

　軽トラ朝市が隈府商店街であり、多くの来場者で
にぎわいました。これは市内外から軽トラックで訪
れた出店者が野菜や特産物、惣菜などを販売するも
ので、毎月第４日曜日に開催されています。
　景品が当たるスタンプラリーやじゃんけん大会に
は子どもから高齢者までたくさんの人が参加。歩行
者天国となった路上では、ダンスやライブなどのパ
フォーマンスが繰り広げられ、行き交う人々の目を
楽しませていました。

商店街が大にぎわい
湯ったり菊池の軽トラ朝市

１ ２

３

　第 11 回日本ヨーガ療法学会研究総会は、宮崎県
のシーガイアで開催され、全国から約 1,500 人の
関係者が参加しました。本市から熊本ヨーガ療法士
会の富

と み お か

岡楓
ふ み よ

實代さんが「健康の里づくりとヨーガ療
法」と題し、菊池市ヨーガボランティア養成講座の
活動や成果などを発表。ヨーガボランティア団体
シャンティ・ハートの皆さんが実技を披露するなど、
団体が目指す「菊池健康の里づくり」の取り組みを
全国の皆さんに発信しました。

　菊池市念ずれば花開く会（春
は る た

田勝
か つ こ

子会長）による
坂村真民展の開会式典が、わいふ一番館で開催され
ました。この展示会は、癒しの詩人といわれる故・
坂村真民さんの功績を、広く市民に知ってもらおう
と開催されたものです。春田会長は式典で、「少し
でも明るく住みよい街づくりに貢献できるよう、会
員一同力を合わせて頑張りたい」とあいさつ。会員
の皆さんは、展示されている作品を見ながら「たく
さんの人に見てもらいたい」と話していました。

　菊池市消防団七城方面隊操法大会は、七城総合グ
ラウンド駐車場で開催され、21 チームが出場しま
した。この大会は、市民の生命、身体、財産を火災
から守るため、安全確実、かつ迅速に行動できるよ
う訓練することを目的に毎年行われています。
大会結果　優勝　第９分団１部間所班　準優勝　第
10 分団１部梶迫班　第３位　第８分団２部高田班
個人賞（敬称略）　指揮者　坂

さ か い

井智
と も か ず

一　１番員　
村
む ら か み

上勝
か つ ま さ

正　２番員　高
た か も り

森洋
よ う す け

介　３番員　出
で ぐ ち

口正
ま さ き

輝
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元気に泳げ
迫間川で鯉の滝のぼり

　迫間地区の前田橋付近に 15 匹の鯉のぼりが架設
され、完成を祝う式典が現地で開催されました。こ
れは菊池教育会（木

き は ら

原昭
しょうぞう

三会長）が企画したもので、
地元住民などの協力を得て実現。式典には地元住民
や菊池さくら保育園の園児、関係者など約 80 人が
出席し、迫間川上流に見える滝と眼鏡橋に向かって
泳ぐ鯉の群れを観賞しました。式典の終わりには、
木原会長が作った讃歌「鯉の滝のぼり」を参加者全
員で合唱し、新たな景勝地の誕生を祝いました。

荒木精之文学碑の前で真剣にガイドの説明を聞く生徒たち

　菊池女子高 1 年生が菊池公園周辺の史跡をめぐ
り、地域の歴史を学習しました。生徒たちは、菊池
観光協会のボランティアガイド 2 人の案内で菊池
武光公騎馬像や荒木精之文学碑、菊池武重公墓など
を散策。学校創設者である故・荒木民次郎氏や、学
校で郷土芸能として取り組む菊池千本槍の発祥など
を学びました。参加した米

こ め だ

田彩
あ や の

乃さんは、「菊池の
良いところ、学校の良いところを知ることができま
した」と話しました。

地域の歴史を学習
菊池女子高生が史跡探訪

「鯉の滝のぼり」を合唱する菊池さくら保育園年長児たち
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きれいに咲いて
ヒガンバナが里帰り

江
え が し ら

頭実
みのる

市長にテントを渡す河上会長とあとぜき会の皆さん
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　10

あとぜき会の皆さんが
テントを寄贈しました

　あとぜき会（河
か わ か み

上英
え い す け

輔会長）より市へテントが寄
贈されました。あとぜき会は、平成８年に市内の事
業所が異業種間交流と地域貢献を目的に発足した団
体。商店街の街路灯のデザイン制作やヤーコン焼酎
の製造など、市の PR や活性化に貢献しています。
　同会による寄贈は、社会福祉協議会などへの寄贈
を含め今回で４回目。河上会長は、「有効活用して
もらえたらうれしい。これからもまちおこしの手伝
いをしていきたい」と話しました。

　竜門ダムで水没した班蛇口地区から旭志伊坂地区
に移植したヒガンバナの一部を、遊蛇口地区の皆さ
んが譲り受け自分たちの地区に植えました。このヒ
ガンバナは、水没する際、当時の旭志村からの要望
で移植したもので、｢彼岸花の里｣ づくりを進めて
いる伊坂地区の彼岸花愛好会の手で、大切に育てら
れています。今回の里帰りは、「地域のふるさとづ
くり」にと遊蛇口地区の要望に対し、愛好会の皆さ
んが応えたことで実現しました。
１ ３

２

1.2. ヒガンバナの球根を掘り起して手渡されました
3. 譲り受けた球根を地元に植える遊蛇口地区の皆さん
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